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満開の桜のなかで
ぼくたちは、まず2006年9月に、毎週水曜日に墨田区の本所吾妻橋でミー

ティングを開くようになりました。それから、2009年になって、毎週日曜日
の夕方に港区の六本木でもうひとつのミーティングを開くことになりました。
　日曜日のミーティングは「ステップ スタディ」ミーティングなので、『なぜ 
どのように効果があるのか』を読んでわかちあいをします。実は、グループ登
録の手続きにそう書いたため、NAワールドサービスには「『なぜ どのように
効果があるのか』のスタディミーティング」というグループ名が記録されてし
まいました。「ウィズ・フェローシップ グループ」の名前が見あたらないの
は、そういうわけなのです。

ウィズ・フェローシップ グループでは、サービスに関われるメンバーがい
なくて危機に瀕していたのですが、それも、ハイヤーパワーのおかげで克服す
ることができました。
　東京にはとても美しい桜の並木があり、春には満開になります。それで、春
になると、ぼくたちのグループはみんなで桜並木を歩きながら花見をすること
にしています。
　みなさんがアジアを旅する気になって、東京を訪れたときには、ぜひウチの
グループにお寄りください。

マサヒコ・A（日本／関東リージョン）

http://najapan.org/top.html
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　イシュー・ディスカッション・トピックス( IDT [検討
すべき課題] )は、世界中のNAで回復の道を歩むアディ
クトたちが話し合いやワークショップで議題とするもの
です。こうしてディスカッションを重ねることによって、
私たちは議題に関して考えを深めながら新しいアイデ
アや方法をひとつひとつ検討することをうながされ、
自分たちのグループやサービス機関のなかに一体性
を築けるようになっていくのです。2016年から2018年
までの2年間で検討すべき課題 [IDT]:

•	テクノロジーとソーシャルメディアにNAの原理を
活かす

•サービスにおける回復の雰囲気
•	『ガイディング・プリンシプルズ： ザ・スピリット・オ

ブ・アウア・トラディションズ』の活用法 
今月号では４ページ（P.9-12）にわたって、『ガイディン

グ・プリンシプルズ』の活用法に関するディスカッション
の概要と資料が掲載されています。このほかにも、www.
na.org/IDTには今回のIDTと過去のIDTに関するワーク
ショップの資料がすべてそろっています。みなさんのディ
スカッションの結果をworldboard@na.orgまでお寄せ
いただくことによって、NA全体の方策とサービスが方
向付けられるのです。ご協力をお願いします。

この４ページ（P. 9 -12）を切り取れば、どこでも活用できます。
ワークショップをはじめ、さまざまなディスカッションによって
             意見を出し合い、NA全体の意見収集に役立てましょう。

パワーポイントに
よる

スライド映像

配布資料

IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。

各グループの第一の目的はただ一つ、まだ苦しんでいる
アディクトにメッセージを運ぶことである。
　各伝統には、さまざまなスピリチュアルな原理が盛り込まれている。以下の原理と価値を認めるもの
に関するリストは、私たちが「伝統５」の活用について考えるさいに役立つだろう。ひとつひとつ、書
くことや、スポンサーや仲間たちとディスカッションすることによって検討してみるとよい。また、こ
れ以外にも自分に関わりがあると思えるものがあれば、リストに加えておくとよいだろう。

誠実さ、　責任、　　　　一体性、　アノニミティ（無名にとどまる）、　  献身、
共感、　　サービス、　　目的、　　広い心、　　　　　　　　　　　　　降伏、
忠実、　　継続、　　　　用心、　　情熱、　　　　　　　　　　　　　　思いやり
安心、　　希望

（例）継続
　継続はスピリチュアルな原理のひとつであり、これによって私たちはすべきことをやり続けていける。
それは、「歩みをとめないで︕」という決まり文句から始まる。定期的にミーティングに通うことによっ
て私たちはクリーンにとどまることができるし、それがまた希望のメッセージを運ぶことにもなる。私
たちは歩みをとめない。そうすればうまくいくからだ。グループはメンバーで決まるので、グループが
自らの目的に忠実であるかどうかはメンバー次第である。グループに参加し続けて、正直にわかちあい、
敬意をもって仲間に接していれば、つねに私たちの第一の目的は達成しやすくなる。継続して伝えるメッ
セージには、説得力がある。メンバーの行動とメッセージが明確で持続的なものであれば、グループは
必ずうまくいく。

http://www.na.org/subscribe
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ガイディング・プリンシプルズ： 新たに誕生した伝統のワークブックをみんなで使いこなす 

用意するもの： 『ガイディング・プリンシプルズ』に関する覚え書き用紙（３部）、「伝統５」に関する配布資料、
書籍の『ガイディング・プリンシプルズ』、基本原則集、進行役の手引き、「伝統」と「概念」に関する要約集. 

はじめに                   10 分 

（スライド １） NA の伝統に関する新しい書籍『ガイディング・プリンシプルズ： ザ・スピリット・オブ・アウア・
トラディションズ』は、2016年度のワールド サービス カンファレンスで圧倒的多数によって承認された。こうして新
たな文献が誕生したことによって、メンバーたちがそれぞれの人生や回復に、グループの活動に、そしてあらゆる段階
での NA のサービスにと、NA の原理を実践する方法を学んでいけば、ナルコティクス アノニマス全体で「１２の伝統」
がうまく機能するようになるだろう。この「伝統」に関するワークショップは、メンバーたちに新しい文献を紹介しつ
つ、そこに提案されているようなディスカッションに参加してもらうことを目的としている  

（スライド ２） 本の内容について  
 この『ガイディング・プリンシプルズ』というワークブックにはさまざまな項目や実例があり、共同でも個別にでも
取り組めるようになっている（「伝統５」に関する配布資料を参照）。 

 この『ガイディング・プリンシプルズ』というワークブックにはさまざまな項目や実例があり、共同でも個別にでも
取り組めるようになっている（「伝統５」に関する配布資料を参照）。 

 各章の構成 

 始まりと終わりに、それぞれの伝統に関する短い文章がある。 
 下準備の課題が２つある。 

○ 「ワード・バイ・ワード[一語一語を忠実にたどる]」という課題は、それぞれの伝統を構成する言
葉や言い回しに焦点を当てるようになっている。 

○ 「スピリチュアルな原理」という課題はそれぞれの伝統にかかわりのある原理について具体的に書
くことやディスカッションすることによって探求するようになっている。 

 本文は、私たちが回復の道で伝統を活かしていくことを３項目に分けて論じている。 
○ 「メンバーとして」という項目には、個人の回復にそれぞれの伝統を活かすことを論じる文があり、

それに続いて書くことやディスカッションに適した質問が設けられている。 
○ 「グループとして」という項目には、グループがそれぞれの伝統を理解して活かそうとするうえで

必読のものになるだろう。ここには、グループの棚卸に役立つ質問が設けられている。 
○ 「サービスの場で」という項目では、それぞれの伝統をサービス機関の視点から検討する。ここに

設けられた質問は、サービスに関するワークショップで活発な議論をうながすことを目的としてい
る。 

 
会場の緊張を解きほぐす            ２0 分 

（スライド ３） 少し時間をとって、ワークブックの「スピリチュアルな原理」という課題を使いながら「伝統５」に
盛り込まれた原理のことを考えてみよう。出席者のなかから、だれかに「伝統５」と伝統５に関する配布資料にある以
下の文章を読んでもらう。 

 伝統５： 各グループの第一の目的はただ一つ、まだ苦しんでいるアディクトにメッセージを運ぶことである。 

 各伝統には、さまざまなスピリチュアルな原理が盛り込まれている。以下の原理と価値を認めるものに関するリスト
は、私たちが「伝統５」の活用について考えるさいに役立つだろう。ひとつひとつ、書くことや、スポンサーや仲間た
ちとディスカッションすることによって検討してみるとよい。また、これ以外にも自分に関わりがあると思えるものが
あれば、リストに加えておくとよいだろう。 
誠実さ、責任、一体性、アノニミティ（無名にとどまる）、献身、共感、サービス、目的、広い心、降伏、忠実、継
続、用心、情熱、安心、希望 

IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。
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（例）継続 
 継続はスピリチュアルな原理のひとつであり、これによって私たちはすべきことをやり続けていける。それは、「歩
みをとめないで！」という決まり文句から始まる。定期的にミーティングに通うことによって私たちはクリーンにとど
まることができるし、それがまた希望のメッセージを運ぶことにもなる。私たちは歩みをとめない。そうすればうまく
いくからだ。グループはメンバーで決まるので、グループが自らの目的に忠実であるかどうかはメンバー次第である。
継続して姿を見せ、正直にわかちあい、敬意をもって仲間に接していれば、つねに私たちの第一の目的は達成しやすく
なる。継続して伝えるメッセージには、説得力がある。メンバーの行動とメッセージが明確で持続的なものであれば、
グループは必ずうまくいく。 
 

 （スライド ４） 原理のリストからひとつを取りあげて、その原理がホームグループのサービスにどう活かせるかに
ついて、会場をひとわたりして意見を言ってもらう。  

小人数のグループによるディスカッション        30 分 

 『ガイディング・プリンシプルズ』を使いこなす実習のために、会場を３つのグループに分け、グループごとに覚え
書き用紙にある議題についてディスカッションをしてもらう。議題は、伝統 1、２、３のいずれかの「サービスの場で」
という項目から抜粋されたものである。（あらかじめ、出席者の席に伝統１、２、３のいずれかに関する覚え書き用紙
を配布しておくと、グループ分けがしやすいだろう。） （スライド ５） このようなディスカッションはこの場かぎ
りにせず、サービスの会議や NA のイベントに組み込んだり、回復に関するミーティングの前後に行ったりしていただ
きたいと、出席者にしっかり伝えておく。 

 グループごとに進行役と記録係を選んでもらい、ディスカッションにあたって基本原則集と進行役の手引きを再読し
てもらう。そして、グループによるディスカッションの覚え書き用紙は回収することになっているため、はっきり読め
る字体で記入するようにと、全員にお願いする。 

 それぞれのグループで、覚え書き用紙にある「伝統」と伝統に関する抜粋を読みあげるメンバーを指名し、話し合い
を始めてもらう。（覚え書き用紙には、『ガイディング・プリンシプルズ』にある「サービスの場で」という項目から
最初の段落が抜粋されている）。まずは議題について、メンバーがそれぞれ順番に自分の経験とアイデアを手短に話し
ていく。進行役は、メンバーに対して自分の考えを明確に、あるいは具体的に話すように求めてもよいが、全員が話し
終えないうちにクロス・トークや討論や議論が始まるのを許してはいけない。 

伝統 １：議題：私たちの NA は、心をひとつにして協力しあっているか？ どうすれば、団結しようという気持ちを固
めたり強めたりすることができるだろうか？ 

伝統 ２：議題：グループの良心がしっかりと働く過程とは、どのようなものだろうか？ サービス機関の意思決定を見
守る場合には、どんなことに注意すればいいか？ 

伝統 ３：議題：ミーティングからいなくなってしまったのは、どういう人だろうか？ 外部の問題はどのように、そし
てなぜ、アディクトが私たちの地域の NA で回復するチャンスに影響を及ぼすのか？ 
 

ディスカッションのフィードバック            30 分 

それぞれのグループで議論がいちばん集中したことを、時間の許すかぎり発表してもらう。 
出席者による意見を報告書にまとめることができるように、各自の覚え書き用紙は会場に置いていくように再度お願

いする。 
（スライド ６） 出席者には、この先それぞれにワークショップを開くことがあれば、その際に書き留めたメモを写メ
ールにして wb@na.org. に送信していただきたいと、よくお願いしておく。 

このほかにも、『ガイディング・プリンシプルズ』に関するワークショップの資料は www.na.org/IDT に掲載され
ている。  

IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。
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IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。

ガイディング・プリンシプルズ: 新たに誕生した『伝統』
に関するワークブックをみんなで使いこなす

　私たちはサービスによって一体になると、実に生き生きとして心が通いあう。役に立つことができれば、私
たちはまず例外なく元気になる。そして、アディクトがクリーンにとどまる助けになることを一緒にやること
で、私たちには仲間意識が芽生える。サービスによって生まれる友情は、これまでの人生にあったものとはわ
けがちがう。このような友情は、仲良く気楽にやっていれば芽生えるというものではなく、むしろ懸命に努力
して困難を乗り越えながら、一緒に問題を解決することで育まれるものだからだ。私たちは共通の福利に貢献
するなかで生きる意味と喜びを知り、想像力に富んだ行動によって愛と目的をみつけるのだ。

少人数のグループによるディスカッションの議題
伝統 １: 第一にすべきは全体の福利である。個人の回復はNAの一体性にかかっている。

議題:  私たちのNAは、心をひとつにして協力しあっているか？どうすれば、団結しようという気持      
        ちを固めたり強化したりできるだろうか︖

������������������������������������������������������������� 
������������������������������������������������������������� 

伝統 ２: 私たちのグループの目的のための最終的権威はただ一つ、グループの良心の中にあら
われる、愛なる神である。私たちのリーダーは奉仕を任されたしもべにすぎず、彼らは決して支
配しない。
　グループでは、私たちの第一の目的に全力を注ぐ。それは、まだ苦しんでいるアディクトにメッセージを運ぶこ
とだ。そのために、グループのサービス活動ですべきことがいくつか派生する。ミーティングリストの作成や、施
設にNAの文献を持ち込むことや、ダンスパーテ ィを催すことなどである。このようなことが行われていくこと
で、私たちの第一の目的は支えられているのだ。NAのサービスは何らかのかたちで必ずグループの目的と結びつ
くため、その方針に変わりはない。私たちのリーダーは支配せず、役目は権限ではないので、役に立つことができ
るかどうかは周囲の人たちの信頼にかかっているということだ。

議題:  グループの良心がしっかり働く過程とは、どういうものだろうか︖　サービス機関の意思
決定を見守る場合には、どんなことに注意すればいいか︖

������������������������������������������������������������� 
������������������������������������������������������������� 

伝統 ３: メンバーであるために要求される唯一のことは、使うことをやめたいという願望だ
けである。
　どこであろうとアディクトが苦しんでいるところへ、私たちが運ぶメッセージは決まっている。アディクトで
あれば、どんなアディクトであっても、薬物をやめることができ、使いたいという欲求も消え、新しい生き方を
見いだすことができるということだ。伝統３と伝統５の間には明らかなつながりがある。私たちは、だれもが歓
迎されていると感じてもらいたいし、メッセージを運ぶために全力をつくしたいと思っているからだ。サービス
によって私たちがやるべきことは、アディクトがナルコティクス アノニマスで回復するチャンスをつかめるよう
にすることである。そして、NAのメッセージには「どんなアディクトであっても」となっていることを、私たち
は伝統３によって再確認し、だれもがみなNAにつながって回復の道を歩めるようにすべく努力する。そしてま
た、伝統３では、「どういう人が、いなくな ってしまうのか」という問いに立ち戻ることを繰り返し求められ、
それによって使うのをやめたいと願うアディクトはだれもがみな、私たちにとって大切な存在なのだということ
を気づかせてもらえるのだ。 

議題:  ミーティングからいなくなってしまったのは、どういう人だろうか︖　外部の問題はどの
ようにして、そしてなぜ、アディクトが私たちの地域のNAで回復するチャンスに影響を及ぼす
のか︖ 

������������������������������������������������������������� 
������������������������������������������������������������� 

みなさんの意見を収集するために、この用紙は会場においていくか、あるいは写メールにして送っていただくように

お願いします。お疲れさまでした。
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ミーティングの検索
テクノロジーはめまぐるしく変化しているので、対応するのが容易じゃない。このことは、www.na.orgによる「Finding a

Meeting [ミーティング検索]」というサービスや、「NA Meeting Search」と「NA Recovery Companion」という２種類のア
プリを導入して以来、NAワールドサービスも身をもって知ることになりました。

NAのウェブサイトと２つのアプリによるミーティングの情報は、NAのメンバー、グループ、エリア、リージョンのみなさんか
ら提供されるものです。今現在、最新情報を定期的に提供しているのは、（世界中にある何千ものサービス機関のうち）42のサ 
ービス機関にとどまっています。これ以外のNAミーティングに関する情報は、信頼性にいまだ問題ありと言わざるをえません。

インターネットの利用とスマートフォンの所有は広く普及しており、情報を得る一般的な方法になっています。「NA Meeting 
Search」と「NA Recovery Companion」というアプリのダウンロード数は、2016年末までに約38万6000人となりました。この
ようなアプリは、旅行したり、別のミーティングを探してみたりするときに便利な道具になるのに、情報が「正確でなければ」役に
立ちません。現に、アプリにあるミーティング情報によって、鍵のかかった無人の部屋に行き着く人が後を絶たないのです。NAの
メンバーは、このような不具合に慣れっこになっているのかもしれません。それにほとんどのメンバーが、現地のヘルプラインに
電話をするか、それぞれのエリアやリージョンのウェブサイトを調べるかすれば、最新情報がわかることを知っています。（注：
　私たちの検索ツールでは、このようなことを頭に入れておくようにお勧めしていますが、GPSによる検索アプリなら誘導しても
らえるのでずっと便利でしょう。それには、やはり情報が正確でなければならないのです）

私たちのところには、NAのミーティングを探すのにインターネットを利用して失望したというメンバーの話が、続々と伝えら
れています。あるメンバーは、スマートフォンがあったことでホームレス状態から抜け出すことができたが、NAのミーティング
を探すときにはなんの役にも立たなかったと言っていました。

では、新しいメンバーはどうでしょうか？ ２種類のアプリと私たちのウェブサイトは、新しいメンバーがミーティングを探して
会場にたどりつく助けになれるでしょうが、実際にそうなるか、どうかは、みなさん次第なのです。テクノロジーだけでは人間味
に欠けるので、みなさんからの正しいミーティング情報がモノを言うのです。

みなさんにできることとは?
みなさんが住んでいる地域について、こちらにあるミーティング情報をチェックしてください。

1.	na.org/meetingsearch を検索するか、あるいは「NA Meeting Finder」か「Recovery Companion」
のいずれかのアプリを使って、NAWSに提供されている最新情報を確認してください。

?	情報は、正確ですか？　おめでとうございます！　では、よその地区にいる仲間やスポンシーたちに
も、近隣のNAにも、同じように確認をお願いしてください。

2.	情報が正確でない場合には、自分たちのエリアやリージョンのサービス委員会に連絡をして、どこがど
う違っているか知らせてください。
	各国のNAでは、奉仕を任されたしもべがサービスシステムによって定期的にスケジュールの更新に

あたるというのが理想です。みなさんのサービス機関にそのような奉仕を任されたしもべがいない場
合には、その役目をだれかに割り当てることをみなさんから提案するか、さもなければ、いっそのこ
と、みなさんがその役目を買って出てもよいでしょう。

	私たちはみなさんから最新情報を提供していただくために、みなさんの手間を省く努力をしてきま
した。みなさんのサービス機関でこの役目を引き受けるメンバーが決まったら、そのメンバーから 
webupdates@na.org宛に連絡をするようにしてください。それに対して、みなさんのエリアや
リージョンのためにNAWSが案内することを全部リストアップするスプレッドシート[表計算ソフト]
を、こちらに送り返すための指示を添えて送らせていただきます。情報が定期的に（たとえば、毎
月、隔月、または年４回）更新されれば、私たちは必ず、ミーティングに関する情報の精度を向上
させることができるでしょう。

3.	問題意識を高めることで、解決に貢献できるのです。ホームグループのビジネスミーティングとASCや
RSCの会議によって、ミーティングに関する最新情報を維持することの重要性について話し合い、NAWS
と自国のリージョナル ミーティング ディレクトリーに最新情報を提供するための体制を整備すること
を、検討しましょう。

正確なデータなんて面白くなくても、それがもたらすものには興奮せずにいられないでしょう。
ミーティングにたどりつくアディクトが増えることになるのですから、だれもが後押ししたくなりますよね。

このようなことを実現するために、ご協力をお願いします。 

私たちにとって、メッセージを運ぶ際、強い味方となってくれるのがグループだ。 
『ベーシックテキスト』、「伝統５」

http://www.naws.org/meetingsearch/
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NAワールドサービス（NAWS）が行っていること
はどれもみな、フェローシップディベロップメント
［FD］の一部であり、その取り組みはすべて「NAのサ 
ービスにたくす未来」によって推進される。そしてFD
には、コミュニケーション［情報伝達］、つながり、共
同作業が欠かせない。この３つが明確であり、なおかつ
継続的に行われていれば、日々たえず成長しつつある世
界各地のNAの状況を把握しておくことができるため、
ワールドサービスができることやすべきことと、近隣
のNAやそのサービス機関に任せた方がよさそうなこと
がはっきするのだ。多くの場合、NAワールドサービス
が最初にわたりをつけてさまざまなNAやメンバーの間
をとりもてば、ゆっくりではあるが確実に、つながりの
できたNA同士がそれぞれのメンバーたちに支えられて
飛躍的に成長していく。この一連の過程で、ひとりひと
りのメンバーやメンバーが関わるサービス機関の成長が
盛んになれば、まだ苦しんでいるアディクトに救いの手
を差し伸べるというNAの能力が活性化されることにな
る。

NAWSは多年にわたり、イランをはじめとする中東
諸国のメンバーたちがひとつになって支援し合う方法や
NAWSが助けになれる方法について理解を深めること
ができるように、全力を注いできた。中東のNAメンバ 
ーたちは、共同作業によってNA同士が支援しあう方が
ずっと効果的にNAのメッセージを運ぶことができると
いうことを、みごとに示してくれている。それと同じ
く、NAWSが長期にわたってしっかり関わることでゆっ
くりではあるが確実に成長を遂げるという取り組みは、
現在、インド、ロシア、アフリカ、東南アジアで進めら
れている。こうしてさまざまなNAに支援を提供してき
た経験を語れば、何冊か本が書けてしまうだろう。だ
が、ここでは、2016年度の『NAWSアニューアルレポ 
ート[年次報告]』で特筆すべき重要な報告を２件、その
ままお伝えしよう。タイと東アフリカのNAに関する報
告であり、この２つの地域でそれぞれの言語による『ベ 
ーシックテキスト』が誕生するまでの取り組みが垣間見
られるものだ。

タイでのフェローシップサポート
NAのメッセージが世界中に広がってくにつれて、そ

の先々でNAが誕生することになる。そのさいには、外
国人たちが果たす役割が大きかった。その功績を重々認

めたうえで、なお、NAの持続性は母国人である地元住
民にこのプログラムが定着しているかどうかにかかって
いるのだと、認識することが大切である。そのため、フ 
ェローシップディベロップメントの活動ではNAの内外
の両面から取り組む。外部に対する例では、NAに関す
る理解を確立すべく現地の行政機関や治療の専門家と会
談することなどが挙げられる。また、NAの内部に対し
ては、母国語によってメッセージを運ぶことができるよ
うに、現地のNAによる取り組みとその文献翻訳委員会
による活動を支援する。

タイのNAとその発展を支援するNAWSの取り組み
は、おおむねこのようなパターンに従って行われてき
た。しかし、タイのアディクトのために誕生した「タイ
のNA」は、前途多難であった。タイ語によるミーティ
ングは、その時々に誕生するものの、どのみち売人の餌
食にされるか、アディクトに対する政府の取り締まりに
よって閉鎖に追い込まれるのがオチだった。今年の会計
年度終了の時点でわかっているのは、タイ人によるタイ
のNAは目下、バンコクでタイ語によるミーティングが
ひとつ開かれているということだ。まだこれからだとし
ても、ミーティングがひとつだけでは、英語を話さない
タイのアディクトがNAで回復する見通しは不透明なま
まだ。

経験によれば、『ベーシックテキスト』の翻訳は各国
でNAが成長する鍵になることが少なくなかった。タイ
では数年前に、２ヶ国語を話し、なおかつ２ヶ国語で読
み書きもできるというメンバーたちによって文献翻訳委
員会（LTC）が構成され、お膳立てが整っていた。NAの
用語集ができて、IP #1『Who, What, How, & Why[ だ
れが、なにを、なぜ、どうやって]』をはじめとする数
種類のIP[インフォメーション パンフレット]の翻訳版が
完成している。NAの翻訳は、NAの考え方を別の言語で
正確に伝えるために行われるものだが、その作業にたず
さわるなかではNAの考え方について理解が深まるとい
う実りのある苦労ができるのだ。このようなことを成し
遂げたことで、タイのLTCは、数年前にベーシックテキ
スト（BT）の翻訳に目を向けた。WB[ワールドボー
ド]とアジアパシフィックフォーラム（APF）のメンバ 
ーたちからその都度支援があったことと、NAWSの支援

成長しつつある NA—
       フェローシップ

ディベロップメント

http://www.na-thailand.org/
http://www.na.org/admin/include/spaw2/uploads/pdf/TBasics_Feb2017.pdf
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によりプロの翻訳者と校正者の調達が可能になったこと
で、タイのLTCは、タイ語版のベーシックテキストを刊
行することに成功した。

まさに、申し分のないタイミングだった。タイ語版『
ベーシックテキスト』は、2016年2月のAFP[アジア・パ
シフィック・フォーラム]の会議で出席者全員に配布さ
れ、会場は喜びに包まれた。NAWSはNAを代表する文
献の出版者として書籍を出版し、それぞれの国で文献が
利用できるように全力を尽くしている。タイ語版『ベー
シックテキスト』によって、タイのNAではかつてない
ような成長がみられるようになることを心から願ってい
る。

東アフリカでのフェローシップサポート
本会計年度で最もめざましいサービスの業績のひと

つは、スワヒリ語による『ベーシックテキスト』の原
稿が完成したことだ。スワヒリ語は、ケニア、タンザ
ニア、ザンジバル、ルワンダなど東アフリカ全域で広
く話されている言語である。本の完成に向けて、ケニ
ア、タンザニア、ザンツィバルのアディクトたちが作
業を続けているが、現在の原稿のままでも、東アジア
のNAが拡大し強化するのに役立つだろう。ナルコティ
クス アノニマスによる翻訳作業は、サービス活動のあ
り方と多分に似ており、どうしても迅速かつ順調であ
るとうわけにはいかない。私たちの関心は、翻訳作業
がNAの原理に忠実であることと、グループの良心をは
かるやり方に従って意思決定が行われるということに
ある。また、addict[アディクト]、sponsor[スポンサ
ー]、recovery[回復]、clean[クリーン]といった単語
の場合、異なる言語にはすんなり意味の対応する言葉
がないかもしれないので、訳語をめぐって意見の一致を
みること自体が困難で時間がかかることにもなる。これ
は、まさにスワヒリ語の翻訳作業で数年前に起きたこと
だ。それでも本会計年度の始めには、スワヒリ語版のイ
ンフォメーション パンフレット[IP]が何種類か完成を
みていた。

このスワヒリ語版IPのうち何種類かは、ワールドサ
ービスの資金提供によってモンバサで開かれた対面に
よるワークショップで制作された。しかし、書籍の出版
となると、別の方法をとる必要があるのは明らかだっ
た。NAの翻訳は、必ず、３つの機関で取り組む。母国
語を話す献身的なメンバーによって構成されるローカ
ル トランスレーション コミティ（LTC [各国の文献翻訳
委員会]）と、契約した専門職の人たち、そしてNAWS
のスタッフによって遂行されるのだ。そして、NAの翻
訳では一貫していることがいくつかあり、たとえば、ど
の言語でも最初に翻訳される出版物は『IP #1』とされ
ている。だが、それを除くと、言語によってもプロジェ
クトによってもさまざまに異なる。『ベーシックテキス
ト』をスワヒリ語に翻訳することでは、作業手順で合意
に達するのは容易ではなかった。インターネットによる
テレビ会議を開き、みんなで一行一行翻訳することを望

むメンバーもいた。一方、それでは時間がかかりすぎる
と感じたメンバーたちは、まず翻訳者を雇って翻訳原稿
を作成してもらい、LTCでその原稿に目を通してから割
付作業を行うことを望んだ。私たちは、LTCのメンバー
たちと会議を開いて合意の交渉に務めた。LTCのメンバ
ー構成が多国籍であることや、場所によっては移動もイ
ンターネットの接続も簡単ではないということもあり、
交渉は難航した。

それでも、LTCが作業手順と訳文について翻訳にかか
わるNA一同の合意を取りつけられるようにと、私たち
は全力を尽くした。「アディクトによる、アディクトの
ための」という言葉には、NAの文献はメンバーみずか
らの努力によってつくりだされたものだという意味が込
められている。だから、私たちの言葉、すなわちこころ
の言葉がものを言うのだ。それはつまり、プロの翻訳者
には表しようのない、回復の道を歩むアディクトひとり
ひとりの経験でなければ伝えられないものなのだ。さら
に言えば、私たちが回復を語るために使う言葉について
合意に至る道のりは、ある言語集団のなかで一体性を強
固にする過程にもなるのだ。その道のりが困難きわまり
ないものだからこそ、回復という概念と、私たちがその
概念を説明するために使う言葉について、共通の理解が
もたらされることになる。

東アフリカではLTCの部外者が翻訳に取り組むこと
で、手続きが複雑だった。だが、世界中で行われるサ
ービスの取り組みのほとんどが、自己決定によって行動
しようとするから活気づく。東アフリカのアディクトた
ちもそれは変わらない。みずからの決意でやる気にな
り、計画を作成して行動に移した。そして、LTCがプロ
の翻訳者を選び、ワールドサービスが資金を提供して『
ベーシックテキスト』の翻訳原稿が作成されると、LTC
は原稿の見直しを行なったのちに委員会として割付け
に同意した。その結果、スワヒリ語による『ベーシッ
クテキスト』の原
稿が2016年5月
までに配布可能と
なり、LTCは最終
の校正刷りに取り
組 ん で い る と こ
ろだ。2017年の
会計年度には、ス
ワヒリ語による『
ベーシックテキス
ト』の決定稿を手
にすることを願っ
ている。

ケニアのメンバーと、最初に発送されたス
ワヒリ語によるベーシックテキストの原稿NAWSの現在および過去の年次報告書を見るには、ここをクリックしてください。

www.na.org/ar2016
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撮影者：　イレーネ・C（アイルランド／カウンティ・ウェストミース）

ベーシック・キャプション
コンテスト最優秀賞

ベーシック・キャプション・コンテストに、
応募いただいたみなさん、ありがとうございました。

今回の傑作に選ばれたのは、 
スティーブ・S

（アメリカ合衆国／ノースカロライナ）です。:

カンペキじゃなくてもいいから、
成長したいにゃ～。

BCC 次のお題
ここに、みなさんがNA Ｗayマガジンに参加できる新

企画をご用意しました。左にあるコミック［漫画］のキ
ャプション［短い説明文］を書いて送っていただくだけ
で、そのままキャプション・コンテストに参加できてし
まうのです。みなさんのキャプションから傑作と思える
もの（1点とは限らないかもしれません）を選んで、次回
のNA Ｗayマガジンに掲載させていただきます。そうや
ってNA Ｗayに名前が載るというのも、なかなかいいも
のでしょう。　申し込みは、Eメールで受けつけていま
す。宛先は naway@na.org。件名は「ベーシックキャ
プション・コンテスト」とし、本文には名前と住所を必
ず記入するようにお願いします。

ほかにも優れた応募作があったので、
以下にご紹介しましょう。: 

どう？　あたしのクリーンタイムは人間にしたら２年、
猫にしたら1年半ってとこかしらね。

ベッキー・W（アメリカ合衆国／ネバタ）

「ネコだって」クリーンタイムを祝えたらいいと思わ
ない？

ダイアナ・W（アメリカ合衆国／ノースカロライナ）

回復の道では油断しちゃダメ。　犬と一緒に寝ようもの
なら、起きるときはノミだらけよ。 

ジェフ・L（アメリカ合衆国／オクラホマ）

ミーティングにキャットミントを持ち込むことも、ミー
ティング中にオモチャで遊ぶことも、ご遠慮いただくよ
うにお願いいたします。それでは、ミーティングを始め
ましょう。

エフゲニー・K（ロシア／モスクワ）

テキサス州サンアントニオ 第１回 エスペランサ コンベンション
撮影者：ギルバート・L（アメリカ合衆国／テキサス）

みなさんが作る
NA Wayマガジン

NAで回復の道を歩むなかでみなさんが経験した
ことを、NA Wayマガジンでわかちあいましょう。
体験談、NAでみられる事柄に関する意見、写真、回
復に関する自作のアート作品など、手段はいくらでも
あります。このほか、みなさんのNAで発行している
ニューズレターも歓迎しています。いずれも電子文書
（テキスト文書をはじめ、ipg, gif, pdf, など）にし
て、naway@na.org へ送信されるようにお願いしま
す。投稿や著作権譲渡に関して詳しいことを知るに
は、www.naway.org をご覧ください。
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Multiday events and those occurring between publication dates are printed according to the schedule posted online. To enter 
events or to access event details, visit the online calendar at www.na.org/events. (If you don’t have internet access, fax or mail 
your event info to 818.700.0700, attn: NA Way; or The NA Way; Box 9999; Van Nuys, CA 91409 USA.)

Canada
Alberta 2-4 Jun; Edmonton Area Convention 32; Radisson 
Hotel & Convention Center Edmonton, Edmonton; eana.ca
Newfoundland 9-11 Jun; First Newfoundland and Labrador 
Area Convention; NLHHN Provincial Learning Centre, Saint 
John’s; carna.ca/events.php
Nova Scotia 19-21 May; Central Nova Area Convention 14; 
Holiday Inn Hotel & Convention Centre, Truro; centralnovaarea.
ca

Denmark
Skanderborg 4-6 Aug; Convention & Camp 10; Audonicon, 
Skanderborg; namidtjylland.dk/konvent/index.htm

Indonesia
Bali 2-4 Jun; Bali Area Convention; Hotel Puri Saron, 
Seminyak, Kuta, Bali; na-bali.org

Japan
Osaka 21-23 Jul; Japan Regional Convention 13; International 
House, Osaka; jrcna13.org/english.html

Kenya
Mombasa 19-22 May; East African Convention 5; Plaza Beach 
Hotel, Mombasa; ea-na.com

Norway
Kongsberg 26-28 May; Oksnetreff; Oksne, Kongsberg;  
nanorge.org/arrangementer

Poland
Wroclaw 28-30 Apr; European Service Learning Days 2; Hotel 
Slask, Wroclaw; edmna.org

Portugal
Lisbon 6-7 May; Lisboa Area Convention 13; Forum Lisboa, 
Lisbon; www.na-pt.org/xiii-clisboa
Portimao 22-24 Sep; European Conference & Convention 
33; Portimao Arena, Portimao; eccna.eu

Russia
Moscow 4-6 Aug; Russian Zonal Convention 2; Concert Hall 
Rossiya, Moscow; na2017.ru

Spain
Madrid 26-28 May; Spanish Regional Convention 35; Hotel 
Aida, Hotel Torrejon, Torre Hogar, Madrid; narcoticosanonimos.
es

Sweden
Stockholm 25-27 Aug; Sweden Regional Convention 30; 
Fryshuset, Stockholm; nasverige.org

Switzerland
Zuerich 26-28 May; Zuericonvention 5; GZ Riesbach, Zuerich; 
narcotics-anonymous.ch

United Kingdom

Aberdeen 27-28 May; East Coast of Scotland Area 
Convention; Hilton DoubleTree, Aberdeen; ukna.org/events
Birmingham 6-9 Jul; United Kingdom Convention 28; Hilton 
Birmingham Metropole, Birmingham; convention.ukna.org
Glasgow 4-6 Aug; Scotland-Glasgow & West Coast Area 
Convention 18; GoGlasgow Urban Hotel, Glasgow; ukna.org/
events

United States
Arizona 26-28 May; Arizona Regional Convention 31; 
DoubleTree Resort, Scottsdale; arizona-na.org/arcna
2) 28-30 Jul; Southeastern Arizona Convention 3; DoubleTree, 
Tucson; natucson.org/convention.html
California 2-4 Jun; First Unity Sisters’ Women on Fire 
Campout; Grover Hot Springs State Park, Markleeville; 
sierrasagena.org/calendar
2) 2-4 Jun; Fanning the Flames; Hilton Express, Tracy; 
calmidstatena.org
3) 2-4 Jun; Ride 4 Recovery; Trinity River Resort & RV Park, 
Lewiston; NARide4Recovery.com
4) 7-9 Jul; California Inland Regional Convention 19; Westin 
Mission Hills Resort, Rancho Mirage; circna.com
5) 14-16 Jul; Napa/Solano Women’s Spiritual Retreat; Golden 
Pines Resort, Arnold; napasolanona.org
6) 11-13 Aug; Mountain High Campout; Camp Richardson, 
South Lake Tahoe; sierrasagena.org
Connecticut 23-25 Jun; East Coast Convention 21; 
Connecticut College, New London; eccna.org
Florida 27-30 Apr; Fun in the Sun Convention 39; Boardwalk 
Beach Resort, Panama City Beach; funinthesunconvention.org
2) 28-30 Apr; Daytona Area Convention 18; Hilton Daytona 
Beach/Ocean Walk Village, Daytona Beach; dacna.org
3) 28-30 Apr; Recovery in Paradise Spiritual Retreat 25; 
Sugarloaf KOA, Sugarloaf Key; floridakeysna.org/pages/
spiritual_retreat.php
4) 6-9 Jul; Florida Regional Convention 36; Rosen Centre 
Hotel, Orlando; frc-na.org
Georgia 9-11 Jun; Peace in Recovery Convention 27; Marriott 
Convention Center, Augusta; csra.grscna.com
2) 3-6 Aug; Midtown Atlanta Area Convention 26; Renaissance 
Concourse Atlanta Airport Hotel, Atlanta; midtownatlantana.
com
Indiana 19-21 May; I Found a Home Campout 30; Camp Red 
Wing, Muncie; naindiana.org
2) 26-29 May; We Grow with Love 25; Camp Alexander Mack, 
Milford; naindiana.org
3) 9-11 Jun; Northeast Indiana Area Convention 5; Hilton 
Hotel, Fort Wayne; neiacna.com
Iowa 7-9 Jul; Iowa Regional Convention 34; Dordt College, 
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Sioux Center; iowa-na.org
Kansas 2-4 Jun; Clean & Serene Summer Serenity Campout 
31; kansascityna.org
2) 30 Jun-2 Jul; Mid-America Regional Campout; marscna.net
Louisiana 19-21 May; Louisiana Regional Convention 35; 
Crowne Plaza, Baton Rouge; lrcna.org
Massachusetts 5-7 May; Martha’s Vineyard Area Celebration 
of Recovery 28; Island Inn, Oak Bluffs; mvana.org/
celebrationofrecovery
Michigan 6-9 Jul; Michigan Regional Convention 33; Radisson 
Hotel, Kalamazoo; michigan-na.org/mrcna
Missouri 4-6 Aug; InTents Campout 2; Indian Creek Group 
Campground, Monroe City; stlna.org
Montana 16-18 Jun; Montana Gathering 29; Symes Hot 
Springs, Hot Springs; namontana.com
2) 14-16 Jul; NA@10K Meeting & Campout 5; Parkside 
Campground, Red Lodge; namontana.com
Nevada 14-16 Jul; California Arizona Nevada Area Convention 
23; Riverside Hotel & Casino, Laughlin; canana.org
New Hampshire 23-25 Jun; Fellowship in the Field Campout 
27; Apple Hill Campground, Bethlehem; gsana.org
New Jersey 16-18 Jun; Greater Philadelphia Regional 
Convention 29; Crowne Plaza, Cherry Hill; naworks.org
2) 4-7 Aug; New Jersey Regional Convention 32; Westin 
Princeton at Forrestal Village, Princeton; njrcna.com
New Mexico 18-21 May; Rio Grande Regional Convention; 
Marriott Pyramid, Albuquerque; riograndena.org
New York 26-28 May; Heart of New York Area Convention 13; 
Holiday Inn, Liverpool; honyana.org
2) 2-4 Jun; Brooklyn Area Convention 2; Hilton Long Island/
Huntington, Melville; bccna.org
North Carolina 16-18 Jun; North Carolina Family Reunion; 

Hilton North Raleigh Midtown, Raleigh; capitalareancna.com
2) 14-16 Jul; New Hope Area Convention 24; Durham Marriott 
City Center, Durham; newhopeconvention.com
Oregon 4-7 May; Pacific Cascade Regional Convention 23;  
Kah-Nee-Ta Resort and Spa, Warm Springs; pcrcnaxxiii.com
Pennsylvania 2-4 Jun; Tri-Area Convention 2; DoubleTree, 
Monroeville; tri-area.org 
2) 22-25 Jun; Living Recovery Group Campout 9; Rickett’s 
Glen, Benton; nabeehive.org
South Dakota 5-13 Aug; Sheridan Lake Campout; Squirrel 
Group Campsite, near Hill City; sdrna.com
Tennessee 5-7 May; NA in May-BBQ Competition & 
Campvention; Meeman-Shelby Forest State Park, Millington; 
nainmay.org
2) 4-6 Aug; NA1997 Platinum Celebration; Holiday Inn 
Downtown (Beale Street), Memphis; nagroupna@yahoo.com
Texas 26-28 May; Texas State Convention 15; Overton Hotel 
& Conference Center, Lubbock; tscna.org
Utah 9-11 Jun; Southern Utah Area Convention 10; Hilton 
Garden Inn, Saint George; nasouthernutah.org/suacna-
convention
Virginia 27-29 May; Marion Survivor’s Group Campout; 
Hungry Mother Lutheran Retreat Center, Marion; Marion 
Survivor’s Group; 139 W. Main St; Marion, VA 24354
2) 21-23 Jul; Blue Ridge Area Campout 36; Natural Chimneys 
Campground, Mount Solon; branacampout.org
3) 4-6 Aug; Almost Heaven Area Convention 31; 4-H Center, 
Front Royal; na2day.tripod.com/genericflier31.pdf
Washington 21-23 Jul; Peace in the Pines; Camp Tokiwanee 
Lost Lake, Tonasket; gclana.org
Wyoming 26-28 May; Upper Rocky Mountain Regional 
Convention 18; Radisson Hotel, Cheyenne; urmrna.org

 NA Way マガジン
NAWS ニューズ
リーチングアウト

EメールによるNAWS最新情報
今日だけ

毎日のEメール配信

インターネット版の予約購読:  
印刷費　ゼロ 
郵送費　ゼロ 

そのままEメール配信されます。

ただいま募集中…
グループのミーティングフォーマット
　NAのグループは、世界中でそれぞれに独自のやり方
でミーティングを開いています。メンバーたちは、ホー
ムグループのために新しいアイデアを模索することが多
いので、私たちはnaway@na.org/localresources にあ
る「ローカルサービスリゾース」というWebページを
つねに更新しています。そこで、みなさんにお願いがあ
ります。ミーティングフォーマットをはじめとして、み
なさんのグループがすべきことをするのに役立てている
資料をこちらにお寄せください。それを、今度は、ほか
のグループが自分たちのすべきことをするのに役立てて
もらいましょう。 

fsmail@na.org
FS Team	 fax: 818.700.0700 
PO Box 9999	 (attn: FS Team) 
Van Nuys, CA 91409

www.na.org/subscribe
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Special JFT Bundle
while supplies last

Just for Today Collector’s 
 Edition & 2017 Calendar

A special hand-numbered, limited 
quantity collector’s edition, 

commemorating the two millionth 
copy of JFT.

Item No. 1115B    Price US $33.00/26.49 €

2017 JFT Calendar
Get your daily recovery inspiration 
and encouragement with excerpts 

from our Just for Today book.
4.25” x 5.25” tear-off pages with easel.

Item No. 9500    Price US $7.00/6.49 €

Estonian
IP #11: Sponsorlus

Item No. ET3111    Price US $0.24/0.21 €

Hungarian
The NA Step Working Guides

A NA Munkafüzet a lépésekhez
Item No. HU1400    Price US $8.50/7.50 €

Odia
IP #1: କଏି, କ’ଣ, କପିର ିଏବଂ କାହିଁକ ି?

Item No. OR3101    Price US $0.24/0.21 €

Polish 
The Group Booklet 

Książeczka grupy
Item No. PL1600    Price US $0.95/0.82 €

NAWS Product Update

Behind the Walls
Za kratami
Item No. PL1601    Price US $0.95/0.82 €

Group Reading Cards (Set of 7)
Item No. PL9130    Price US $4.60/4.25 €

Portuguese
IP #29: Uma Introdução às  

Reuniões de NA
Item No. PO3129    Price US $0.24/0.21 €

Spanish
 IP #26: Accesibilidad para aquellos con 

necesidades adicionales
Item No. SP3126    Price US $0.24/0.21 €

http://www.na.org/?ID=OrderLiteratureOnline-NAW


Coming Soon
Line-Numbered Basic Text 

Narcotics Anonymous
Item No. 1101LN    Price US $11.55/10.00 €

Twelve Traditions Bookmarks  
(Set of 12)

Attractively packaged set 
of twelve bookmarks with 
each Tradition debossed 
on one side and striking 

artwork inspired by Guiding 
Principles: The Spirit 

of Our Traditions on the 
other side.

Danish
Just for Today

Revised to the Sixth Edition Basic Text
Bare for i dag

Item No. DK1112    Price US $9.00/7.90 €

Portuguese 
Sixth Edition Basic Text

Narcóticos Anónimos
Item No. PO1101    Price US $11.55/10.00 €

Spanish
Concordance Line-Numbered Basic Text 

Narcóticos Anónimos
Item No. SP1102LN    Price US $11.55/10.00 €

eLit 
Soon available thru  

Amazon, iTunes, and Google Play:

Italian Basic Text 
Narcotici Anonimi

Spanish Basic Text 
Narcóticos Anónimos

Slovenian
IP #2: Skupina

Item No. SL3102    Price US $0.31/0.26 €

IP #7: Ali sem odvisnik?
Item No. SL3107    Price US $0.24/0.21 €

IP #16: Za novinca
Item No. SL3116    Price US $0.24/0.21 €

IP #22: Dobrodošel v NA
Item No. SL3122    Price US $0.24/0.21 €

Group Reading Cards (Set of 5)
Item No. SL9130    Price US $4.60/4.25 €

http://www.na.org/?ID=catalog-products
http://tinyurl.com/j3r9nd7
http://tinyurl.com/p94vkby
http://tinyurl.com/o74swbr
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